
製造業･流通業を支える最近のシステム化動向

統合パッケージによる情報システム構築のアプローチ

ー迅速化,低コスト化,全体最適化を目指して一
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これからの統合パッケージが目指すべき方向(全体の概要)
企業の基幹業務をトータルにサポートする統合業務パッケージは,ビジネスモデル･業務アプリケーション･フラットフォームといった構成

によって多方位から企業を支援し,短期間･低コスト･全体最適な企業情報システム構築を実現する｡

世界規模での製品販売･在庫情報のリアルタイム把

捉,顧客への納期即答,的確な生産計画変更などの経営

課題で意思決定の迅速化が求められ,企業にとって経常

情報の有効活用こそが競争優位の源泉となってきている｡

これらを実現するための経営戦略ツールとして,より

速く確実な情報システム再構築を行う｢統合パッケージ+

の導入検討が,各企業で盛んに進められている｡統合パ

ッケージは,生産･販売･財務･人事など一連の基幹業

務をサポートするアプリケーションパッケージである｡

統合パッケージの機能面の特徴としては,(1)高品質,

高信頼,安定性に加え,(2)業務統合化,(3)全体最適化,

(4)世界標準機能への対応(多言語,多通貨,国際会計),

(5)最新IT(Information Technology)の活用などがあげ

られる｡

このような特徴のほかに,(1)パッケージ適用･導入の

効率化,(2)カスタマイズ修正の極小化を実現,支援する

ため,適用･導入方法論と通用ツール機能のビルドイン

がパッケージ選択のキーポイントの一つとなりつつある｡
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1.はじめに

BPR(Business Process Re-engineering)実現のため

の道具として,生産･販売･財務･人事といった一連の

基幹業務をサポートする統合パッケージのブームがわき

起こっている｡この背景として,経営環境の変化や情報

技術の革新に伴う情報システム再構築に際し,パッケー

ジの導入･活用なしでは,柔軟･迅速に対応することが

難しいという現実がある｡

しかし,統合パッケージを活用した企業情報システム

の構築についての成功事例が話題になっている反面,そ

の背景には,(1)導入企業自体の統合パッケージへの取組

み姿勢が不明確,(2)SI(SystemIntegration)ベンダのパ

ッケージ活用経験の不足,導入方法論の未提供,(3)統合

パッケージベンダの日本化対応の遅れ,サポート体制不

足など,各方面での課題がクローズアップされている｡

ここでは,統合パッケージを活用した新たな情報シス

テム構築のためのアプローチを中心に,日立製作所が開

発した統合パッケージ``GEMPLANET(ジェムプラネ

ット)”の導入方式,適用方法論を例として述べる｡

2.統合パッケージの市場動向

国内の統合パッケージ市場では,欧米系･国産糸の有

力ソフトウェアベンダから,主に1995年から1997年にか

けて相次いで製品がリリースされている｡

統合パッケージの定義･要件として,(1)業務統合化,

(2)全体最適化(計画量視),(3)グローバル化(多言語,多

通貨),(4)オープンシステムなどがあげられる｡

しかし,統合パッケージの定義･要件を満たしていて

も,サポート業種･業態･パッケージ開発思想(コンセプ

ト)などは千差万別であり,統合パッケージ市場は,欧米

系･国産系パッケージが入り交じり,玉石混交市場にな

りつつある｡そのため,選択したパッケージが情報シス

テム構築に適用有効かどうか,判断が難しい状況となっ

ている｡

日立製作所は,(1)洗練されたビジネスモデルの提供,

(2)パッケージによる迅速かつ高品質なシステムの構築,

(3)世界標準への対応など,顧客ニーズにマッチしたシス

テムソリューションをきめ細かく提案,サポートできる

ように,国内･海外ユーザー対応として,"R/3”削)でドイ

※1)"R/3''は,SAP社の登録商標である｡

※2)``BAANIV''は,バーンカンパニーの登録商標である｡
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ツのSAP社と,``BAANIV”※2)でオランダのバーンカン

パニーと,それぞれビジネスパートナーとして提携した｡

さらに,わが国独自の仕様･業務方式を最初から取り入

れた"GEMPLANET'Iを自社開発し,各種ニーズに合

ったパッケージソリューションを用意している｡

3.統合パッケージ活用によるシステム構築

の潮流

3.1情報システム構築の変化

企業情報システム全体の最適化･業務統合をねらいと

して,企業体質･業務手順の改革などの業務改革(BPR)

を進めるために,統合パッケージはテンプレートツール

として脚光を浴びている｡システムニーズに合ったパッ

ケージ選択,またシステムインテグレータのサポート九

導入方法論,手順や導入経験(ノウハウ)などが,導入企

業で情報システム構築の成功を左右する要素になっている｡

3.声 紋合′くッケージ導入の流れ,導入のポイント

統合パッケージによる基本的導入のアプローチでは,

上流工程を業務分析フェーズとし,ビジネスゴールの設

定から業務プロセスの見直し･再設定を実施する｡また,

下流工程を通用･分析フェーズとし,統合パッケージの

持つ最適ビジネスモデルを活用して,企業の要求機能･

ニーズとパッケージの持つ機能とのすり合わせを行う｡

この上流工程と下流工程のギャップ分析では,上流工程

で洗い出したむだな業務手順をいかに削減し,スリム化

させるかが,統合パッケージ導入成功の鍵となる｡

しかし現状は,統合パッケージの適用手順･アプロー

チが不透明かつあいまいであるため,期待した成果が出

ていないというのが事例として多くある｡そこで,

``GEMPLANET''では,各適用フェーズのポイントに各

種テンプレートを用意し,これを活用することによる効

率的な導入方法論(メソドロジー)を提供している｡

4.GEMPJANETでのパッケージ

適用方法論および支援ツール

4.1システム構築アプローチ

GEMPLANETでは,適用手順･アプローチの不透明

さ･あいまいさによる｢統合パッケージ導入の困難さ+

に対応するため,｢迅速,確実,低コストなシステム構築+

をキーワードに,次のようなコンセプトでシステム構築

のサポートサービスを開発した｡

(1)トータルソリューションを開発:パッケージ導入の

ためのプロジェクト計画の立案から,業務コンサルテイ
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ング,システム計画,システム構築,稼動･運用までを

トータルに支援するソリューションサービスを用意

(2)効率的な導入支援ツールを開発:上記のソリューシ

ョンサービスを迅速,確実,低コストにするための適用

方法論･支援ツールを用意

4.2 ソリューションサービスの考え方および概要

統合パッケージの導入を成功させるには,パッケージ

のコンセプト･業務方式を吟味,理解し,実運用になじ

ませることが重要である｡日立製作所は,業務ノウハウ

を結集してGEMPLANETを開発しているため,BPRコ

ンサルティングから導入･保守までのトータルなソリュ

ーションサービスを効率的に用意することが可能であ

る｡GEMPLANETのソリューションサービスを図‖に

示す｡

GEMPLANETでは,システム構築のための上流工程

を｢計画フェーズ+と位置づけ,GEMPLANET計画サ

ービスによってサポートを行う｡ここでは,ビジネスゴ

ールとして,(1)導入のための目的･方針･日程･体制な

どの設定支援を行うプロジェクト計画サービス,(2)業務

プロセスの見直し･再設定を行い,企業の要求機能とパ

ッケージの機能をすり合わせる適用設計サービス,(3)

GEMPLANETを活用した情報システム環境計画の立

案作業(性能,信頼性,機器構成見積もりなど)を支援す

るシステム基本設計サービス,(4)プロトタイプ構築作業

を支援するプロトタイプ構築サービスにより,トータル

企画立案から導入までの時間の流れ---→-

■‾‾■■■---■■■■■l-------------1-----1

l

:プロジ工クト企画::新業務構想東定
l
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ーーーーーーーーーーーーーJl--____-_____________
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番
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注=臣ヨ(G帥LANET計酎-ビス).匿ヨ(G抑LAN∈Tシステム構新一ビス)
匡∃(G帥しAN∈Tサポートサービス),匡∃(GEMPLANE丁数育サービス)

図1 GEMPLANETのソリューションサービス

GEMPLANETは,コンサルティングから導入･保守までのトータ

ルなソリューションサービスを効率的に提供する｡

ソリューションを実現している｡

また,システム構築のための下流工程を｢システム構

築フェーズ+と位置づけ,GEMPLANETシステム構築

サービスによってサポートを行う｡ここでは,(1)GEM-

PLANETのインストール,データベース設定,パラメー

タ設定,動作確認などを支援する導入･システム生成サ

ービス,(2)既存システムからのデータ移行作業を支援す

る移行サービス,(3)業務の具体的運用方法を運用マニュ

アルとしてまとめる作業と,運用指導の支援を行う運用

設計サービス,(4)実データを用いたテストを支援するテ

ストサービスにより,トータルソリューションを実現し

ている｡

上記のほか,パッケージの情報提供やバグ対策,バー

ジョンアップ(法改正対応などを含む｡)版の提供を行う

サポートサービス,導入プロジェクトで必要となるパッ

ケージ機能,アーキテクチャ,操作･運用技術などの提

供を行う教育サービス,業務構想策定時の専門的なコン

サルティングサービスを用意している｡

4.3 導入支援ツールの考え方および概要

例えば,同じような業務機能･業務方式のパッケージ

を採用する場合,パッケージ適用でのノウハウは,業務

設計･システム設計上の力量差として現れる｡具体的に

は,(1)業務方式の選択･業務ニーズに対応するシステム

化機能の定義･データ項目の設定といった業務設計と,

(2)カスタマイズ･マスタ項目の保守,他システムとのフ

ァイル移行･運用方式といったシステム設計を,いかに

迅速･確実･低コストで行う技術があるかということに

換言することができる｡

GEMPLANETでは,各業種･業務形態ごとに業務テ

ンプレートを提供するとともに,システム計画とシステ

ム構築についての設計技法を確立することにより,業務

システムの構築を容易にしている｡

システム計画フェーズでは,適用設計として,業務方

式,業務機能,業務フロー,画面･帳票についてのテン

プレートを顧客業務のひな型として提供し,適用設計手

順によって業務プロセスの見直し･設定を行う｡また,

テンプレートを用いた適用設計で抽出されたカスタマイ

ズ･アドオン項目(プログラム追加･変更,画面･帳票項

目の追加･変更,運用パラメータの変更など)から,プロ

グラム･辞書･データベースなどの仕様や,これらの関

連情報を提供し,変更対象となるプログラム･辞書･テ

ーブルと項目の抽出作業を支援する"GEMPLANET-

CASE(統合リボジトリツール)''を現在,開発中である｡
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適用改新 システム導入

業務方式の明確化

フェーズ

業務機能の明確化
フェーズ

業務運用方式の明確化

フェーズ

業務テンプレート･適用設計手順

業務方式定義表

業務方式･業務機能
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●辞書定義追加･変更
●プログラム追加･変更

●データベース追加･変更
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更新更新 情報サービス

図2 GEMPLANETの適用支援ツール群

GEMPLANETの適用支援ツール群を示す｡GEMPLANETは,生産･販売･財務･人事など一連の基幹業務をサポートし,加えて｢掲示板ワーク

フロー+などのBPR機能や,適用方法論･支援ツールを備えるERP(EnterpriseResourcePlanning)パッケージである｡

このツールによって,システム導入での作業の効率化を

図っている｡以上の概要を図2に示す｡

これに加えて,カスタマイズでは,(1)業務パラメータ

選択,(2)モディフィケーション,(3)新規部品の開発の3

種類で効率的に対応している点が大きな特徴である｡

(1)業務パラメータ選択:業務テンプレートに従って,

業務方式,業務機能,システム管理方式,組織設定,セ

キュリティなどをパラメータで設定,チューニングする｡

(2)モディフィケーション:画面のGUI(Graphical

User Interface)や帳票を変更,修正するため,GEM･

PLANETで提僕する辞書ビューアにより,業務パラメ

ータを変更,設定する｡

(3)新規部品の開発:GEMPLANETが標準で備える

業務部品だけでは対応しきれない場合,顧客使用の業務

部品を新規に開発し,その部品だけを差し替える｡

5.おわりに

ここでは,統合パッケージによる新たな情報システム

構築のアプローチとして,統合パッケージ活用の潮流と,

独自に開発した"GEMPLANET”でのシステム構築ア

プローチについて主に述べた｡

各社からの統合パッケージが出そろった現在,その差

別化ポイントは,いかに｢迅速･確実･低コストなシス

テム構築+を行うかにあると言える｡今後は,スピーデ
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イーなシステム構築を目指し,機能の充足はもちろんの

こと,適用･導入のための支援ツールを充実させていく

考えである｡
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